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AMED知財部による知財支援の基本的な考え方

研究開発戦略 実用化戦略

 研究開発の早期から実用化に向けた戦略立案（事業のビジネスプラン立案）が重要

 知的財産を目的化せず、ビジネスプランの実効性を最大化させるための知財戦略
サポート

 研究開発の進行状況に合わせ、知財戦略と具体的な支援策を随時リバイス

事業のビジネスプラン

知財戦略

例えば・・・

低分子創薬であれば物質特許や製法
特許

データを活用したAI診断であれば、オー
プン領域とクローズ領域の設定

再生医療であれば、基礎から応用まで
知財ポートフォリオ化 ・・・など
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②共同研究など導出に
向けたアドバイス

導出戦略
アドバイス

初期
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①導出を見据えた早期
戦略アドバイス

研究実施

導出

（特許を受ける権利の
譲渡、共同研究等）

特許等
権利化・非権利化

導出・知財戦略
アドバイス

権利活用
アドバイス

導出

（ライセンス、特
許権等譲渡）

③導出と権利化・非権
利化等アドバイス

④保有知財権のライセ
ンス等活用アドバイス

AMED
知財コンサルタント

AMED知財リエゾン
（地方・中小規模大学） ＋

シーズ・ニーズ
マッチングシステム
「AMEDぷらっと」

(構築中）

 発明
 ノウハウ
 治験データ ・・・等

 知財戦略
 研究開発戦略

 導出を考慮したデータ取得
 共同研究を呼び込む成果PR

 導出を考慮した権利化・非
権利化、追加データ取得

 展示・商談会

 知財活用戦略

大学・研究機関
シーズ

企業
ニーズ

 バイ・ドール報告後のアドバイス
 先行技術調査、市場調査
 技術シーズ評価（構築中）
 展示・商談会
 セミナー講師
 その他、各種調査

 訪問コンサルタント
 現場での課題発掘
 先行技術調査
 市場調査
 技術シーズ評価（構築中）

AMED
各研究課

協力依頼
（研究計画書入手等）

知財相談

AMED知財部による知財相談・支援体制
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出願国 2015年度 2016年度
2017年度
（2月まで）

合計

日本 158 242 199 599
米国 7 18 9 34
欧州 0 2 1 3
PCT 24 87 72 183
中国 0 1 0 1
台湾 0 9 7 16
合計 189 359 288 836

＜AMED委託研究事業に基づく特許出願＞

種別 2015年度 2016年度
2017年度
（集計時点）

総計

コンサルタント 205 230 76 511

リエゾン - - 117※ 117

合計 205 230 193 628

＜AMED知財部における知財・導出相談等の回数＞

※）リエゾンは、7月～12月までの期間訪問数

特許出願、相談等の状況
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大学等の知財実務担当者向けに、研究成果の知財化・導出に必要とされる知識やスキルの習得を
目的とする研修セミナーをより充実して開催（延べ参加者99名）

知的財産及び産学官連携の意義、成果導出を進めるために必要
な基礎知識・実践ノウハウ等を習得

１．成果導出・基礎コース（東京10月3，4，23，24日）

（大阪10月10，11，18，19日）※

具体的な事例研究等を交え、医薬品・医薬機器における契約等
諸問題について、知識やノウハウ等、実践力を習得

２．成果導出・応用コース（医薬コース10月16，17、11月17、18日）

（医療機器コース10月16，17、11月28，29日）

国内外企業を想定し、医薬品・医療機器等に関連する共同研究、
受託研究、ライセンスの契約実務に必要な知識を習得

３．契約交渉コース（国内コース11月13，14，12月1，2日）

（国外コース11月1，2、12月7，8日）

アカデミアと産業界との強固なパートナーシップを構築すべく、製
薬企業との本音ディスカッションのほか、製薬企業に対する効果
的なＰＲシートの作成のこつを習得

４．製薬協×ＡＭＥＤ×medU-net 創薬塾

（研修の様子）

※大阪会場の設定は、１．のみ

研修セミナー

研究委託採択者向け
知財e-learnigも施行開始



１．バイオ医薬品分野における知的財産戦略および活用の最適化に関する調査研究

２．医療分野の成果導出における試験研究データの取扱に関する調査研究

３．CRISPR/CAS9関連技術に関する簡易特許調査（平成27年度調査リバイス）

※）その他、CAR-T関連、ＡＩ技術を活用した内視鏡の画像診断技術関連について、簡易特許調
査を実施中

＜平成28年度以前の調査研究＞
・再生医療分野における知的財産戦略に関する調査（平成28年度）
・中分子医薬化合物の研究開発・知的財産動向調査（平成28年度）
・腸内細菌叢を応用した医療分野における研究開発・知的財産動向調査（平成28年度）
・中分子医薬化合物の研究開発・知的財産動向調査（平成28年度）
・医工連携における知財権の活用に関する調査研究（平成28年度）
・CRISPR/CAS9関連技術に関する簡易特許調査（平成27年度）
・がん領域における調査分析（平成27年度）
・BMI(Brain Machine Interface)分野における技術動向調査分析（平成27年度）

調査研究事業
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